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介

山
本
武
夫
著

『
気
候
の
語
る
日
本
の
歴
史
』

　
近
年
の
頻
発
す
る
異
常
気
象
は
、
多
く
の
人
々

に
今
後
の
生
活
環
境
に
対
す
る
不
安
を
与
え
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
危
惧
は
、
気
象
・
気
候
に
対
す

る
深
い
関
心
を
よ
び
お
こ
し
て
い
る
。
本
書
末
尾

の
参
考
文
献
リ
ス
ト
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
最
近

次
々
と
こ
の
方
面
の
一
般
向
け
図
書
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
関
心
の
深
さ
・

切
実
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
永
ら
く
歴
史
時
代
の
気
候
変
動
に
つ

い
て
、
研
究
を
つ
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
著
者
が
、

気
候
変
動
の
実
態
そ
れ
自
体
の
解
明
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
そ
れ
が
歴
史
事
象
に
い
か
に
作
用
し
た
か
、

と
い
う
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
、
平
明
に
概
説

さ
れ
た
も
の
で
、
読
む
も
の
を
ひ
き
つ
け
て
は
な

さ
ぬ
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
コ
　
歴
史
時
代
の
気
候
の
模
索
」
と
「
二

神
様
が
少
年
で
あ
っ
た
頃
の
話
」
の
二
つ
の
章
は
、

導
入
部
に
あ
た
る
。
京
都
に
お
け
る
観
桜
記
録
を

主
た
る
手
が
か
り
と
し
て
、
九
～
一
〇
世
紀
の
温

暖
に
対
し
て
、
一
五
〇
〇
年
前
後
の
一
世
紀
が
寒

冷
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
歴
史
蒋
代
に
は
、
年

暦
を
通
じ
て
一
世
紀
あ
た
り
二
～
三
度
C
程
度
の

気
候
変
動
が
あ
っ
た
と
の
推
定
を
下
し
、
そ
の
よ

う
な
気
候
の
変
化
が
、
歴
史
事
象
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
冷
害
発
生
の
確

率
や
、
海
況
の
変
化
に
よ
る
日
本
列
島
の
孤
立
の

度
合
か
ら
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
九
～
一

〇
世
紀
の
温
暖
期
に
つ
い
て
、
北
太
平
洋
や
北
米

大
陸
北
東
部
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
の

例
を
あ
げ
て
、
気
候
の
変
動
が
、
世
界
各
地
で
連

動
し
て
起
こ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
観
桜
記
録
に
つ
い
て
は
、
関
口
武
「
京
都
の
桜

花
史
料
の
気
候
学
的
意
義
」
　
（
東
京
教
育
大
学
地

理
学
研
究
報
告
湘
）
に
、
そ
の
気
候
学
的
価
値
に

つ
い
て
の
基
礎
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同

氏
の
算
出
し
た
修
正
平
均
に
よ
れ
ば
、
九
・
一
〇

世
紀
と
一
五
・
一
六
世
紀
の
桜
花
季
の
差
は
、
三

日
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
書
で
は
、
一

四
種
の
史
料
に
み
え
る
九
・
一
〇
世
紀
の
宮
中
花

宴
史
料
の
平
均
と
、
　
『
実
隆
公
記
』
に
み
え
る
一

五
・
一
六
世
紀
の
宮
中
関
係
花
季
史
料
の
平
均
と

の
差
を
、
七
日
と
し
て
い
る
。
両
氏
の
算
出
値
を

温
度
差
に
換
算
す
る
と
、
一
・
一
度
C
、
二
・
六

度
C
と
な
り
、
そ
の
差
一
・
五
度
C
は
小
さ
く
な

い
。
こ
の
結
果
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
判

断
に
苦
し
む
が
、
両
氏
の
用
い
た
史
料
の
出
入
は

相
当
は
げ
し
い
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
史
料
の

吟
味
は
、
本
書
の
方
が
は
る
か
に
厳
密
で
あ
り
、

従
う
べ
き
で
あ
る
が
、
平
均
の
算
出
の
仕
方
は
、

関
口
氏
に
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
「
三
現
代
は
過
去
を
解
く
鍵
」
で
は
、

歴
史
時
代
の
気
候
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

観
測
時
代
に
お
け
る
気
候
変
動
を
実
証
し
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
概
略
を
説
明
す
る
。
日
本
の
気
候

の
長
期
変
動
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
註
ス
ト
リ
ー
ム
の
強

弱
変
化
と
、
気
圧
配
鐙
の
パ
タ
ー
ン
全
体
の
北
上

・
南
下
と
い
う
、
相
互
に
切
り
は
な
せ
な
い
二
つ

の
要
素
に
よ
る
影
響
の
相
殺
・
相
助
関
係
に
よ
っ

て
現
出
す
る
と
い
う
（
図
1
3
）
。
ま
た
、
観
測
時
代

の
気
候
変
動
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
次
の
二
点
を
、

「
現
在
」
が
与
え
て
く
れ
た
「
過
去
を
解
く
鍵
」

と
し
て
い
る
。
第
一
に
、
日
本
の
夏
季
気
候
は
、

高
温
一
寡
雨
、
低
温
一
多
雨
の
組
合
せ
で
変
動
す

る
こ
と
、
第
二
に
、
観
測
時
代
の
気
温
の
長
期
上

昇
率
は
、
一
世
紀
あ
た
り
夏
季
○
・
九
五
度
C
、

冬
季
○
・
三
六
度
C
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
、
日
本
の
気
候
を
変
動
さ
せ
る
二
つ

の
要
素
は
、
実
は
盾
の
両
面
で
あ
り
、
ジ
エ
ッ
ト

ー
ス
ト
リ
ー
ム
の
強
弱
が
そ
の
平
均
位
置
の
南
北

移
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
ひ
い
て
は
気
圧
配
置

全
体
の
南
退
・
北
上
を
も
た
ら
す
、
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
藍
ス
ト
ジ
ー
ム
の
強
弱

（444） 130



介紹

変
化
は
何
に
原
因
す
る
の
か
、
と
い
う
点
の
説
明

が
ほ
し
か
っ
た
。
著
者
は
別
に
「
気
候
変
動
か
ら

邪
馬
螢
国
を
考
え
る
」
　
（
松
本
清
張
編
『
邪
馬
豪

国
の
常
識
』
一
九
七
四
年
）
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
右
の
二
要
素
を
さ
ら
に
統
括
す
る
も

の
と
し
て
、
極
冠
高
気
圧
の
拡
大
・
縮
小
（
極
氷

の
増
大
・
減
少
）
を
あ
げ
て
い
る
（
二
五
三
ペ
ー

ジ
）
。
本
書
は
こ
の
点
に
ま
で
言
及
し
な
い
が
、

こ
れ
と
ジ
ェ
ッ
ト
狂
ス
ト
リ
…
ム
の
強
弱
変
化
と

の
関
係
、
さ
ら
に
極
冠
高
気
圧
の
変
動
の
原
因
も

知
り
た
い
と
思
う
。

　
次
に
、
観
測
時
代
の
気
温
の
長
期
上
昇
率
に
つ

い
て
は
、
著
者
の
「
歴
史
の
流
れ
に
沿
う
日
本
と

そ
の
周
辺
の
気
候
の
変
遷
扁
　
（
地
学
雑
誌
七
六
一

三
、
一
九
六
七
年
）
で
は
、
本
書
7
図
㈲
・
㈲
と

ほ
ぼ
同
じ
グ
ラ
フ
を
掲
げ
た
上
で
、
そ
の
上
昇
率

を
、
一
世
紀
あ
た
り
夏
黍
○
・
四
六
度
C
、
冬
悉

○
・
七
四
度
C
と
し
て
お
り
、
本
書
の
数
値
と
顕

著
に
く
い
ち
が
っ
て
い
る
。
あ
と
に
刊
行
さ
れ
た

本
書
の
数
値
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ

け
の
く
い
違
い
は
不
審
で
あ
っ
た
。

　
「
四
古
代
の
気
候
に
霞
む
」
で
は
、
歴
史
時

代
に
も
気
候
が
変
動
し
た
こ
と
を
証
明
し
、
そ
の

変
動
の
仕
方
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま

ず
、
観
測
時
代
の
記
録
や
李
朝
の
雨
量
観
測
記
録

を
用
い
て
、
気
候
変
動
が
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
で

も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
中
国
・
朝
鮮
・

臼
本
の
気
候
が
、
　
「
互
い
に
内
面
的
に
関
連
し
合

っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
個
々
単
独
に
偶
発

す
る
も
の
で
は
な
く
、
異
常
気
象
は
、
近
傍
の
年

次
に
起
こ
る
」
　
（
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
特
色

を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
帝
國
の
繁
栄
を
も

た
ら
し
た
よ
う
な
気
候
変
動
の
南
北
逆
転
現
象
が
、

日
本
で
も
見
ら
れ
る
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
二
～
三
世
紀
前
半
に
つ
い
て
、
中
国

・
朝
鮮
に
、
飢
謹
や
厳
寒
・
低
冷
綴
湿
な
気
験
を

示
す
史
料
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
日
本
も
同
様
で

あ
ろ
う
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
　
『
三
国
史
記
』
か
ら
作
成
し
た
冷
涼

示
数
の
変
遷
を
、
フ
ェ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
の
海
水
準
曲

線
や
、
ナ
イ
ル
川
の
洪
水
位
の
変
化
と
比
較
し
て

（
図
1
7
）
、
冷
涼
示
数
の
最
も
大
き
い
二
～
三
世
紀

に
は
、
ロ
ー
マ
ン
H
フ
ロ
リ
ダ
海
退
や
ナ
イ
ル
洪

水
位
の
低
下
が
対
応
し
、
五
〇
〇
年
前
後
の
冷
涼

示
数
の
増
大
は
、
ポ
ス
ト
ー
ー
ロ
ー
マ
ソ
海
進
中
の

谷
に
対
応
す
る
こ
と
を
擶
摘
す
る
。

　
ま
た
、
ロ
ッ
ト
ネ
ス
ト
海
進
に
つ
い
て
は
、
「
松

崎
天
神
縁
起
」
の
絵
図
と
、
　
「
寛
治
三
年
七
月
源

氏
ノ
礒
三
郎
兵
衛
儒
慶
ノ
図
セ
ル
越
後
全
図
ノ
内

湾
浜
部
分
ノ
図
」
と
い
う
二
つ
の
画
図
に
よ
っ
て
、

日
本
に
も
こ
の
海
進
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

な
お
、
本
章
で
は
な
い
が
、
一
五
世
紀
も
小
氷
期

で
あ
る
こ
と
は
、
一
五
三
～
四
ペ
ー
ジ
に
指
摘
が

あ
り
、
観
桜
記
録
や
古
日
記
の
分
析
で
も
同
様
の

指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
氷
期
に
は
、
バ

リ
ア
海
退
が
対
応
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
七
～
八
世
紀
の
気
候
を
問
題
と
し

た
い
。
本
書
で
は
、
七
～
八
世
紀
前
半
が
現
代
よ

り
も
寒
冷
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
と
み
て
よ

か
ろ
・
り
（
一
二
六
、
　
一
二
六
～
七
。
へ
！
ジ
）
。
　
そ
れ
は

前
掲
の
邪
馬
丁
国
に
関
す
る
論
文
や
、
　
「
ア
ジ
ア

の
気
候
変
動
」
　
（
河
野
通
博
編
『
世
界
地
誌
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
正
、
東
ア
ジ
ア
』
一
九
七
一
年
・
）
に
お
い

て
、
一
層
開
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
奈
良
時
代

前
半
が
小
氷
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い

る
（
前
者
二
六
五
ペ
ー
ジ
、
後
者
八
七
ペ
ー
ジ
）
。

　
そ
の
場
合
、
論
拠
と
し
て
は
、
八
世
紀
初
頭
に

お
け
る
下
戸
に
よ
る
農
業
災
害
の
発
生
、
佐
保
川

結
氷
の
歌
（
万
葉
集
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
前

者
に
つ
い
て
は
、
霧
雨
が
必
ず
低
温
を
と
も
な
う

も
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
判
断
で
き
な
い
。
後
者

は
七
九
・
四
四
七
八
番
の
歌
で
あ
る
が
、
古
典
文

学
大
系
本
頭
注
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
佐
保
川
に

氷
が
張
り
つ
め
た
と
解
す
る
の
が
午
后
で
あ
ろ
う

が
、
川
岸
あ
た
り
だ
け
が
凍
っ
た
様
を
詠
ん
だ
と

も
解
し
う
る
余
地
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
文

学
的
表
現
の
こ
と
と
て
、
な
お
決
定
的
な
証
拠
と

は
し
が
た
い
よ
う
に
思
え
る
。
も
し
七
～
八
世
紀
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前
半
の
日
本
が
小
氷
期
で
あ
っ
た
と
す
る
著
者
の

主
張
に
従
う
と
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
に

考
慮
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
も
あ
る

の
で
、
史
料
が
僅
少
な
こ
と
を
十
分
知
り
つ
つ
も
、

よ
り
説
得
的
な
証
拠
が
ほ
し
い
と
考
え
る
次
第
で

あ
る
。

　
「
五
小
氷
期
気
候
と
歴
史
」
は
、
本
書
の
中

心
を
な
す
章
で
あ
り
、
歴
史
時
代
の
気
候
変
動
、

と
く
に
小
氷
期
気
候
が
歴
史
の
展
開
に
与
え
た
影

響
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
ま
ず
一
八
○
○
年
前
後
の

小
氷
期
で
は
、
天
明
・
天
保
の
両
餌
饒
群
の
あ
と
、

東
北
七
山
の
人
口
比
曲
線
が
大
き
く
落
ち
こ
み
、

そ
の
下
聞
で
や
や
回
復
す
る
が
、
こ
れ
は
農
民
騒

擾
件
数
の
増
減
と
よ
く
対
応
す
る
。
ま
た
、
九
州

の
人
口
比
曲
線
と
策
北
の
そ
れ
と
の
対
比
を
は
じ

め
、
著
者
が
「
日
本
の
歴
史
の
南
北
シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
」
と
よ
ぶ
諸
事
象
（
一
五
ニ
ペ
ー
ジ
に
列
挙
）

は
、
気
候
変
動
パ
タ
ー
ン
の
南
北
逆
転
の
法
則
に

由
来
す
る
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
一
五
世
紀
の
小
氷
期
に
つ
い
て
は
、

土
一
揆
の
発
生
件
数
の
増
大
が
こ
れ
に
対
応
す
る

こ
と
を
示
し
、
寛
正
の
大
飢
髄
の
例
も
あ
げ
て
い

る
。
　
さ
ら
に
二
～
三
世
紀
で
は
、
　
「
倭
国
大
乱
」
の

例
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
「
魏
志
下
人
伝
」
に
よ

る
と
、
邪
馬
毫
国
と
投
馬
国
の
人
口
が
全
体
の
約

八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
邪
馬
乗
国
の
経
済
的

繁
栄
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
小
氷
期
に
お

い
て
か
か
る
状
態
が
現
出
し
う
る
の
は
、
気
候
変

動
パ
タ
ー
ン
の
南
北
逆
転
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
邪
馬
壷
国
の
位
置
は
九
州
と
考
え
る
の
が

最
も
妥
当
と
主
張
す
る
。
つ
い
で
、
　
「
漢
書
西
域

伝
」
を
参
考
に
し
て
、
　
「
魏
合
作
人
伝
し
の
読
み

方
に
関
す
る
見
解
を
提
示
し
、
右
の
位
置
論
を
補

強
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
小
氷
期
気
候
の
歴

史
に
与
え
た
影
響
を
、
人
口
変
動
と
土
一
揆
や
百

姓
一
揆
の
発
生
件
数
と
を
手
が
か
り
と
し
て
考
え

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
人
口
増
加
を
減
少
と
同
程

度
に
、
気
候
変
動
と
関
連
づ
け
て
よ
い
か
ど
う
か

は
、
検
討
を
要
す
る
が
、
前
述
し
た
八
世
紀
に
つ

い
て
み
る
と
、
著
者
は
、
七
～
八
世
紀
前
半
を
寒

冷
期
、
九
～
一
〇
世
紀
を
温
暖
期
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
八
世
紀
は
全
体
と
し
て
気
候
の
回
復
期

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
青
木
和
夫
氏

に
よ
っ
て
歪
拡
大
説
と
名
づ
け
ら
れ
た
岸
俊
男
氏

の
籍
帳
記
載
の
戸
と
実
態
と
し
て
の
蒙
族
と
の
関

係
に
関
す
る
所
説
は
、
八
世
紀
に
お
け
る
「
人
口

の
急
激
な
増
加
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
（
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
三
一
九
ペ
ー
ジ
）
。

気
候
の
温
暖
化
が
、
幾
つ
か
の
媒
介
を
へ
て
、
人

口
増
加
に
結
び
つ
き
う
る
の
な
ら
ば
、
本
書
の
主

張
と
岸
説
の
前
提
と
は
、
符
号
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
七
世
紀
後
半
は
、
朝
鮮
三
国
と
陰
本
に

お
け
る
相
つ
ぐ
政
変
、
唐
の
介
入
と
撤
退
、
百
済

・
高
句
麗
の
本
曇
と
統
一
新
羅
の
出
現
な
ど
、
東

ア
ジ
ア
に
一
連
の
事
件
が
続
い
た
未
曾
有
の
激
動

期
で
あ
り
、
日
本
で
も
、
律
令
制
の
成
立
と
の
関

連
で
議
論
の
集
中
し
て
い
る
、
孝
徳
朝
か
ら
天
智

朝
を
へ
て
天
武
持
統
朝
に
至
る
時
期
に
あ
た
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
お
よ
び
朝
鮮
・
中
国

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期
を
、
小
氷
期
と
そ

れ
か
ら
の
回
復
期
と
規
定
し
う
る
か
ど
う
か
は
、

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
き
に
よ

り
説
得
的
な
証
明
を
望
ん
だ
の
も
、
以
上
の
理
由

に
よ
っ
て
い
る
。

　
「
六
鎌
倉
時
代
の
年
輪
」
と
「
七
古
い
温
度

計
の
話
」
の
二
章
で
は
、
歴
史
時
代
の
気
候
変
動

を
朗
ら
か
に
す
る
方
法
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
佐
波
川
の
埋
木
片
の
年
輪
を
調
べ
、

そ
の
成
長
量
の
多
寡
が
、
気
候
史
料
や
歴
史
上
の

事
件
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ぎ

に
、
古
日
記
か
ら
個
々
に
降
雪
率
を
算
出
し
、
そ

の
値
を
斉
一
化
し
て
こ
れ
ら
を
接
続
し
、
気
温
の

長
期
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
を
提
示
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
一
四
〇
〇
年
代
中
葉
に
気
温
が
低

下
し
た
こ
と
、
㎝
五
世
紀
前
半
と
一
六
世
紀
後
半

の
、
二
・
三
月
の
平
均
気
温
差
が
二
・
四
度
C
で
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介紹

あ
る
こ
と
を
解
明
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の

L
・
M
・
リ
ビ
ー
氏
を
中
心
に
開
発
さ
れ
て
い
る
、

℃
と
8
0
の
存
在
比
に
よ
る
気
温
決
定
の
方
法
を
紹

ユ
　
　
　
　
　
　

介
し
、
屋
久
杉
を
用
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
気
温

変
動
の
グ
ラ
フ
（
図
3
7
・
3
8
）
が
、
古
日
記
の
降

雪
率
の
変
動
曲
線
と
よ
く
対
応
す
る
と
す
る
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
は
さ
ん
で
き
た
が
、
注
文
や

疑
問
の
提
示
に
の
み
走
り
す
ぎ
、
や
や
紹
介
の
枠

を
ふ
み
こ
え
た
き
ら
い
の
あ
る
点
、
お
わ
び
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
、
私

は
大
い
な
る
興
昧
を
抱
き
つ
つ
本
書
を
読
ん
だ
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
　
「
自
然
」
の
璽
さ
を
あ

ら
た
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
整
然
」

に
対
す
る
「
人
間
」
の
働
き
か
け
を
、
ま
す
ま
す

大
き
く
考
慮
に
入
れ
て
歴
史
の
展
開
を
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
、
や
や
抽
象
的
に
で
は
あ
る
が
、

本
書
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
申
し
の
べ
て
、
紹

介
を
終
り
た
い
と
思
う
。

　
　
（
四
六
判
　
　
二
四
五
頁
　
　
一
九
七
山
ハ
＃
†
｝
○
月
　
　
そ

　
し
え
て
社
く
そ
し
え
て
文
庫
4
V
　
…
、
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
（
栄
原
永
遠
男
　
追
手
門
学
院
大
学
専
任
講
師
）

篠
田
雄
次
郎
著

『
聖
堂
騎
士
國
』

　
テ
ソ
プ
ル
騎
士
団
或
い
は
神
殿
騎
士
団
と
も
訳

さ
れ
る
こ
の
騎
土
団
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

既
に
橋
口
倫
介
氏
の
『
騎
士
の
城
』
　
（
一
九
六
七

年
、
人
物
往
来
社
）
、
『
騎
土
団
』
　
（
一
九
七
一
年
、

近
藤
出
版
社
）
が
あ
る
が
、
こ
の
度
、
　
一
般
読
者

に
も
よ
り
接
し
易
く
よ
り
手
頃
な
新
書
版
で
出
た

こ
と
は
、
こ
の
分
野
の
邦
語
文
献
に
乏
し
く
、
一

般
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
少
な
い
我
扇
に
あ
っ
て
は
、

甚
だ
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
小
冊
子
に

は
不
可
避
と
も
言
え
る
過
度
の
簡
潔
化
も
伴
う
故

に
、
対
象
の
よ
り
良
き
理
解
…
の
た
め
に
は
、
橋
口

氏
の
も
の
も
併
せ
読
む
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
内
容
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
公
会
議
に
始
ま
り
、
十

字
軍
・
以
前
の
西
欧
と
ビ
ザ
ソ
テ
ィ
ソ
の
情
勢
、
イ

ス
ラ
ム
も
含
め
た
東
西
の
文
化
格
差
（
こ
れ
は
次

章
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
述
べ
る
「
東

征
前
夜
」
、
第
一
回
十
字
置
と
そ
の
動
機
に
つ
い

て
述
べ
る
「
十
字
軍
の
東
征
」
、
騎
士
団
の
創
設

と
そ
の
背
景
た
る
修
道
院
改
革
、
騎
士
団
が
影
響

を
受
け
た
と
す
る
ア
サ
サ
ン
騎
士
団
、
騎
士
団
の

宗
教
的
寛
容
・
清
貧
・
現
地
同
化
、
等
を
述
べ
る

「
近
代
的
組
織
の
発
生
」
、
騎
士
団
の
組
織
、
　
ハ

ッ
チ
ィ
ソ
前
夜
か
ら
王
国
減
益
ま
で
の
経
過
、
騎

士
団
の
金
融
業
務
を
述
べ
る
「
聖
堂
騎
土
庇
の
組

織
」
、
騎
士
団
解
散
と
そ
の
後
日
談
及
び
後
継
団

体
に
つ
い
て
述
べ
る
「
栄
光
と
壊
滅
」
の
五
章
よ

り
な
っ
て
い
る
。

　
色
々
な
事
柄
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
て
論
旨
を
捉

え
に
く
い
が
、
恐
ら
く
、
低
文
化
の
西
欧
が
高
文

化
の
東
方
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
近
代
へ
と
移

行
し
得
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
際
騎
士
団

が
媒
介
老
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近

代
の
政
治
・
軍
隊
・
経
営
諸
組
織
へ
の
連
続
性
の

言
及
が
到
る
所
に
毘
ら
れ
、
騎
士
団
を
近
代
的
組

織
の
先
駆
と
考
え
る
視
点
が
本
書
の
眼
目
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　
甚
だ
興
味
深
く
極
め
て
示
唆
に
富
む
。
し
か
し
、

先
駆
と
い
う
言
葉
は
便
利
で
あ
る
が
、
現
象
的
な

類
似
点
の
指
摘
だ
け
で
は
何
も
意
味
し
な
い
だ
ろ

う
し
、
又
、
本
書
の
場
合
、
多
く
が
騎
土
國
か
ら

直
接
発
展
し
或
い
は
影
響
を
受
け
た
か
の
如
き
叙

述
の
仕
方
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
問
題
が
残
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
騎
士
団
が
起

源
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
競
合
す
る
諸
条
件

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
介
在

す
る
諸
段
階
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、

近
代
と
の
結
び
つ
き
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
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